
さるびあ会 40周年記念講演会 

ひきこもるわが子との対話  ～その可能性を考える～ 

日時： 2018年 10月 15日（月）13：30～15：30  

               

場所： 町田市民フォーラム３階ホール 

 

講師： 斎藤環（さいとう たまき）氏（筑波大学医学医療系社会精神保健学教授） 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ※前半講演。質問は受付時にお渡しする質問紙に記入してください。休憩中に回収し、

後半、先生が選択し答えられます。 

 

主催： NPO法人町田精神障害者さるびあ会・家族支援事業 

 

参加費： 会員は無料・会員外 300円。 定員 188名 予約不要 

 

お問合せ： TEL/FAX 042-726-2031 月・木 10：00～15：00 

     住所 194-0013 東京都町田市原町田 4-24-6 せりがや会館３階 

     Email:info@sarubia.net 

1961年 岩手県生まれ 

1990年 筑波大学医学専門学群 環境生態学 卒業。 医学博士。 

爽風会佐々木病院精神科診療部長（1987年より勤務）を経て、 

2013年より筑波大学医学医療系社会精神保健学教授。 

また、青少年健康センターで「実践的ひきこもり講座」ならびに「ひきこも

り家族会」を主宰。 

専門は思春期・青年期の精神病理、および病跡学 

 主な著書に、『文脈病 ラカン・ベイトソン・マトゥラーナ』青土社、 

『社会的ひきこもり』PHP 新書、『生き延びるためのラカン』ちくま文庫 

『「社会的うつ病」の治し方』新潮選書、『承認をめぐる病』日本評論社、 

『世界が土曜の夜の夢なら』（角川書店 第 11回角川財団学芸賞、『「ひきこ

もり」救出マニュアル＜実践編＞』ちくま文庫、『オープンダイアログとは

何か』医学書院、他多数。 


